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研究成果の概要（和文）：インドネシアとアメリカにおける学術界の政治関与、あるいは学術界の政治利用につ
いて以下のことを明らかにした。（1）アメリカ政府やCIAが、インドネシアをフィールドとする学術研究へ資金
援助を行ない、自らの必要とする情報を得ていた。(2)アメリカの研究者には自覚的に政府・CIAに協力した者が
おり、学術上の倫理をないがしろにした。（3）政府の動きが、有用な学術研究を損なうこともあった。（4）イ
ンドネシアでは陸軍幕僚指揮学校を中心に、CIAやRANDコーポレーションを例にして、経済から歴史まで幅広い
研究者のネットワークを築いた。

研究成果の概要（英文）：This project, focusing on political involvement and utilization of academia 
in Indonesia and the United States, made the following points clear. (1) The U.S. government, and 
CIA in particular, offered funds for academic researches of Indonesia, and obtained the information 
they needed. (2) American researchers consciously cooperated with the government or CIA, scarring 
the academic ethics. (3) The U.S. government project could interrupt some valuable researches by 
academicians. (4) Indonesian Army, imitating CIA or RAND Corporation, built up their network with 
academicians of various disciplines from economics to history around SESKOAD (Command and General 
Staff College).

研究分野：インドネシア政治史、インドネシア地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果により、冷戦下における研究活動や成果が、政治学や経済学、歴史学のようにリアル・ポリティク
スに密接に関わる分野のみならず、文化人類学のように政治とはあまり関係がないとみなされてきた分野でも、
相当な政治介入が行なわれており、また積極的に政治的関与をする研究者がいることが明らかになった。学術的
な中立性や倫理を保つことの難しさとともに、そうした研究成果の評価にも細心の注意を払う必要性があること
が明確に示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 冷戦期の米国は、東南アジアに対して直接的軍事・政治介入を行なったのみならず、とりわけ
共産化の懸念が大きかったインドネシアに対しては、学術界の人材を利用した間接的な影響力
を行使した。また米国研究者の現地調査にも各種財団のファンドを通じて米国政府の意向が反
映された。インドネシアでは陸軍が米国の援助を利用する形で国内の政治や学術界への工作を
進めた。学術界では、政治経済など社会科学者に留まらず、人文学においても歴史家などは米国
研究者との関わり、更にはインドネシア陸軍との関わりを深める者がいた。本研究では、インド
ネシアをケースとし、こうした米国政府による学術人材を利用した介入を多角的に検証すると
共に、米国の意図を越えた対象国独自の動き、それらが今日のインドネシアの政治、学術界に残
した影響を検証し、学術の政治利用について批判的に検討する。 
 
２．研究の目的 
(1) インドネシア: 先行研究が豊富な経済テクノクラート以外、とりわけ人文科学系の学者に焦
点を当て、インドネシア陸軍が彼らをどのように利用したか、そして学者の側は何を意図し
て陸軍との関係を持ったか、を明らかにする。 

(2) アメリカ: 政府や軍、CIAが、財団を通じて、如何なる世界戦略のもとに地域研究を活用し、
影響を与えたのかを、国内における大学図書館への助成、研究プロジェクトへの助成に焦点
を当てて探求する。また、CIA やコンサルタント会社がそのエージェントを通じて実現し
た、インドネシア学術界への介入と人脈構築をどのように行なったのか、を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
 文献調査が基本的な研究方法である。予定されていた調査地は、以下の通りである。 
(1) インドネシア：Museum Satria Mandara, Monumen Pancasila 附設図書室等、政府・国
軍関係の公開の制限されている図書室を含む 

(2) アメリカ：民間財団、大学図書館、コンサルタント会社、外交資料等 
 インドネシアに関しては、関係者へのインタビューも行なった（国軍歴史センター所長、教育
文化相、インドネシア大学学長を歴任したヌグロホ・ノトスタントの妻イルマへのインタビュ
ー）。 
 2020年春からのコロナ禍により、海外での文献調査が著しく阻害されたことを付言しておく。 
 
４．研究成果 
(1) インドネシアにおける軍・学術界のつながり―スハルト新体制を準備した陸軍幕僚指揮学
校を中心としたネットワーク（髙地薫） 

 インドネシアにおいて「新体制」と呼ばれたスハルトの権威主義体制（1967〜98）では、カ
リフォルニア大学バークリー校出身の経済テクノクラートが活躍した。しかし、彼らを始めとし
たインドネシアの学術界が陸軍とのネットワークに組込まれる過程は、1960年前後からすでに、
陸軍幕僚指揮学校の副司令官スワルトによって、開始されていた。本研究では、スワルトが
RAND コーポレーションとの関係から、陸軍幕僚指揮学校を中心とした軍・学術ネットワーク
を構想した過程、そしてそれを実現していった過程を明らかにした。 
 
(2) 9月 30日事件に関する新体制公定史観の形成と発展（髙地薫） 
 (1)で述べた陸軍幕僚指揮学校を中心とした軍・学術ネットワークに組込まれ、更には国軍歴
史研究センター長にもなった歴史学者ヌグロホ・ノトスサントは、スハルト体制成立の契機とな
った 1965年の 9月 30日事件に関する新体制公定史観を作り上げた人物でもあった。本研究で
は、ヌグロホがどのような過程を経て、その公定史観を形成した過程およびその内容を検討する
と共に、その公定史観が彼の死後（1985）、政府や国軍によって発展させられた過程と内容を明
らかにする。 

 
(3) スワルト陸軍中将のライフ・ヒストリー（髙地薫） 
 研究(1)および（2)の副産物として、これまでインドネシアの歴史のなかでほとんど触れられる
ことのなかった陸軍幕僚指揮学校の副司令官スワルトの生涯をまとめた。 

 
(4) 冷戦期アメリカ学術界の倫理と責任―若き“応用人類学者”クリフォード・ギアーツ再考
（山本まゆみ） 

 戦後アメリカを代表する文化人類学者クリフォード・ギアーツは、東ジャワでのフィールドワ
ークの成果を博士論文にまとめた（『ジャワの宗教』）。この調査はモジョクト・プロジェクトと
呼ばれた調査プロジェクトに含まれ、実は CIA の資金が迂回して投じられたものだった。ギア
ーツ自身、このことは認識していたようだが、後年これに触れることはなかった。本研究では、
彼のこのような姿勢を取り上げ、かつて人類学が帝国主義の手先と非難され、また自己批判もし
たことと比較しつつ、その倫理や責任を問い直す。 



 
(5) 東欧出身“冷戦戦士”がアジアに落した影―ギー・ポーカーと 1950〜60 年代インドネシ
ア・アメリカ関係（ウィリアム・ブラッドリー・ホートン） 

 第二次大戦後ルーマニアからアメリカに移住したギー・ポーカーは、1950〜70年代にインド
ネシアを含めた東南アジアの政治、とくに共産主義研究者として活動した。カリフォルニア大学
バークリー校などで教鞭を取った彼は、同時に CIAのコンサルタント会社として有名な RAND
コーポレーションの上級研究員を兼ね、最終的には RANDでの活動を主とした。ポーカーがイ
ンドネシア人研究者たちとの間にネットワークを築いた過程とその性質を、本研究では明らか
にする。 
 
(6) ハリー・ベンダの『インドネシアにおける日本軍政の研究』翻訳プロジェクトとその挫折
（ウィリアム・ブラッドリー・ホートン） 

 日本軍占領下インドネシアにおけるイスラムを研究し、エール大学に職を得たハリー・ベンダ
は、1959年に早稲田大学大隈記念社会科学研究所が編纂した『インドネシアにおける日本軍政
の研究』を英訳するプロジェクトをロックフェラー財団の資金を得て進めていた。この翻訳は早
稲田大学に在籍した岸幸一らとの意見交換を含めた緻密なものだった。しかし、合衆国政府の合
同出版研究サービス（Joint Publications Research Service, JPRS）が、彼のプロジェクトとは
まったく関係なく、精度を欠く英訳本を出版してしまった。これによりベンダの翻訳プロジェク
トは中止せざるを得なくなった。アメリカにおけるインドネシア研究学術界と政府、民間財団の
協調が機能せず、学術的に価値のあるプロジェクトが損なわれた、このケースをその背景ととも
に明らかにする。 
 
(7) “Parallel Development: Southeast Asian Studies and Library Collections” (北村由美) in 

Khoo, Boo Teik and Jafar Suryomenggolo (eds.) States and societies in motion : essays 
in honour of Takashi Shiraishi. (Univ. Hawai’i Press, 2021) 

 第二次世界大戦後、米国で発展した地域研究は冷戦下におけるアメリカの外交戦略の必要性
から生まれた側面があった。とくに東南アジア研究は、各大学におけるプログラムの設立ととも
に、研究に不可欠な専門書や資料を収集しなければならなかったが、これを財政的に支えたのは
民間財団からの寄付だった。この東南アジア地域研究の発展と図書館資料の充実の過程を、本研
究では明らかにした。 
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